
労働安全衛生法に基づく一般健康診断の現状と課題等に関するヒアリング
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働く女性専門外来の
臨床現場より
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働く女性専門外来担当
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第２回　労働安全衛生法に基づく一般

健康診断項目等に関する検討会
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関東労災病院の

働く女性専門外来

＊ 女性医師が診察する

＊ 女性の患者さんを診察する

＊ 科を限定しない

＊ 問診に充分に時間をかける

(20分程度）

＊ 働いていない方も受診可



関東労災病院
「女性医師による働く女性専門外来」

･ 平成13年（2001年）10月開設

･ 令和５年（2023年）12月末までの受診者数：
新患総数 2653名



関東労災病院
「女性医師による働く女性専門外来」

受診者のご紹介

対象：平成27年（2015年）1月～
令和元年（2019年）6月

初診
189名



対象：2015年1月～2019年6月の初診 189名
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受診理由の疾患内訳（複数疾患あり）



症状と仕事との関連 対象：初診189名



仕事上のストレス内容
仕事上のストレスが原因で、体調不良に陥ったと自覚している方

詳細不明の方を除く58名 重複回答あり
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「仕事のストレスが
要因で増悪した」
疾患・症状

① 不安障害
② 更年期症候群
③ 気分障害
（うつ病、うつ状態）

④ 月経前症候群
⑤ 適応障害

「体調不良のために
仕事に影響が出た」
疾患・症状

VS

① 不安障害
② 更年期症候群
③ 月経前症候群
④ 気分障害
（うつ病、うつ状態）

⑤ めまい

人数の多い順



「仕事のストレスが要因で増悪した
疾患・症状のために、

仕事に影響が出ている」

① 不安障害

② 更年期症候群

③ 月経前症候群

④ 気分障害（うつ病、うつ状態）

人数の多い順



女性特有の疾病について

＊ 女性ホルモンが関連する主な疾病

▶月経困難症

▶PMS（月経前症候群）

▶更年期症候群



月経困難症

月経期間中に、月経に随伴して起こる病的症状

≪症状≫

腹痛 腰痛 頭痛

下痢 嘔気 倦怠感 など

≪仕事に対する影響≫

・月経初日に激しい痛みに襲われ、

起床後、急遽出勤困難

・鎮痛剤を飲み損ね、出勤途上に駅から病院へ

緊急搬送

・鎮痛剤が効かず、痛みを耐えながら就労



月経困難症の頻度



月経困難症への対処

≪診断≫

子宮筋腫、卵巣腫瘍など、手術が必要な病気が

ないかどうか、確認（超音波検査など）

≪治療≫（手術が必要な病気に対しては、手術を検討）

低用量ホルモン剤(ピル)：

月経時期の調整、長期無月経の状態にするなど

黄体ホルモン：内服、子宮内留置

漢方薬：各種あり 即効性もある

鎮痛剤：適時服用（早めに服用開始）

＊生理休暇の活用
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月経前症候群（Premenstrual syndrome : PMS）

月経の３～10日前の時期に現れ、月経発来後、弱ま
る（あるいはなくなる）さまざまな症状

≪症状≫

身体的症状：下腹部違和感、疲労感、腰痛、頭痛、

浮腫（体重増加）、乳房緊満感 など

精神症状： 気分の変動、易怒性、抑うつ気分など

≪仕事に対する影響≫

・落ち込みがひどく、出社困難 ・ミス多発

・職場での暴言 ハラスメント ・居眠り



月経前症候群（Premenstrual syndrome : PMS）

≪診断≫

過去3回以上、連続した月経周期で、症状が現れる

≪治療≫

＊カウンセリング、生活指導、運動療法

低用量ホルモン剤（ピル）

：ホルモン変動を薬で調整

漢方薬：各種あり 即効性もある

利尿剤：浮腫に有効

抗うつ剤：症状の現れる時期のみ服用

など



こんなケースがありました・・・

２０代半ば 東京都内在住

会社員 システムエンジニア

就職して３年目。

自分の課は２０人中、女性１人。

「仕事で半年前からパワハラを受け、

ＰＭＳがひどくなった。」

ＰＭＳ：月経前症候群

具体的には、「気分の落ち込み」が主な症状とのこと

パワハラ：具体的には、「仕事を与えてもらえない」

「ミーティングの時間を教えてもらえない」など、

とのこと



(ケースつづき）

「上司に相談しても改善されず、とにかく耐えてきた
が、生理前以外にも不安感が強くなり、仕事が手
につかない状態になってしまった。」

先月は、３日連続して、仕事を休むこともあった。

仕事のことが頭から離れず、眠れない。

→投薬 院内精神科あて紹介状発行

病院外の相談事業の情報提供
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女性ホルモン（エストロゲン）の変化に伴う
5つのステージ

• 幼年期 （0～8歳頃）

• 思春期 （8～18歳頃）

• 成熟期 （18～45歳頃）

• 更年期 （45～55歳頃）

• 「 」 （55歳頃～）
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更年期障害

≪診断≫

・月経状態の確認：周期の短縮あるいは不順

出血量の減少

＊血液検査を行う場合もあるが、

変動が激しく判断が難しい

・他の病気がないことを確認

貧血症 甲状腺疾患 膠原病 うつ病

など



更年期障害

≪治療≫

ホルモン補充療法：内服薬 貼付薬 塗布薬

漢方薬：粉薬 錠剤

１日２～３回 あるいは頓用

抗うつ剤（SSRIなど)

カウンセリング 運動療法 動物療法

音楽療法 など



女性の健康課題に対する事業所での取り組み

〇 女性特有の健康課題についての職場での

理解の促進

・研修会の開催

・女性が少ない職域では、いくつかの事業所を

まとめて、女性職員の意見交換の機会を

定期的に開催

〇 在宅勤務により、月経困難症のコントロールが

改善した事例

（コロナの影響で、働き方の多様化が進んだ）

〇 通勤負担の増悪因子としての女性の健康課題
30



働く女性支援に関する課題（その１）

〇 職域での相談体制の不備

・上司に相談しにくい

男性

女性特有の健康課題を経験したことのない女性

・産業医／産業保健師不在

〇 症状を報告しにくい

・「痛みに弱い」「怠勤」

・「治療しなくても、時期が来れば治る」

（更年期障害）

・「病気ではない」（月経トラブル）
31



働く女性支援に関する課題（その２）

〇 女性特有の症状に悩む職員に対して、

周囲から、どう、声をかけたらいいのか？

・男性からは、声をかけにくい

→産業医／産業保健師の活用

女性特有の健康課題に対する窓口を設ける

・声をかけられるかどうか、は、

日頃のコミュニケーション次第

〇 月経も閉経も、女性のプライバシー

〇 「治療すればいい」ではなく、治療するかどう

かで悩んでいる女性が多いことの周知が必要
32



当院での取り組み事例等が、
国内の、働く女性のために、

いくらかでも参考になれば、幸いです。

ご清聴頂き、

ありがとうございました。


